
古川武彦 「気象コンパス」

http://www.met-compass.com

●異常気象 ：エルニーニョ/ラニーニャ
●地球温暖化：

IPCC第6次報告書

COP26：「国連気候変動枠組条約第26回締約国会議」の英語の頭文字を取った略語。
国連の「気候変動枠組条約」に参加している国が集まる会議。今回で26回目。
「COP」：「Conference of the Parties（締約国会議）」の略。

「気象寺子屋」 教本

http://www.met-compass.com/


日平均気温の累年順位、平年、３階級分け
（7月、1971年～2000年、東京）
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平年より高い
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1位～10位 11位～21位 21位～30位

異常気象

異常気象：「ある場所（地域）・ある時期（週、月、季節）において
30年に１回以下で発生する現象」
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エルニーニョ/ラニーニャ（海水温、海面水温（偏差）



エルニーニョ監視海域



エルニーニョ監視域における海面水温（偏差）の経年変化





図２ ラニーニャ現象が日本の天候へ影響を及ぼすメカニズム



「我が国は、2050年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、
すなわち2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すことを、
ここに宣言いたします」（2020年10月におこなわれた菅総理の所信表明演説）

2018年度のわが国の二酸化炭素の総排出量は、11億3,800万トン、一人あたりでは約9トン

カーボンニュートラル：温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させること

国連気候変動枠組条約第26回締約国会議（COP26）、岸田総理出席。
「化石賞」

http://www.env.go.jp/earth/26cop2616cmp16cma10311112.html


気候変化の要因

地球の気候はなぜ変化するのか？
気候変化には３つの外部要因がある。

（１）入射する太陽放射の変化
（２）大気組成の変化
（３）地表の変化

自然現象はこれら３つすべての仕組みで気候を変化させ
うるのに対し、人間活動はそのうち、第2と第3の両者の仕
組みによって気候を変化させうる。

こうした「外的な」要因に加え、気候システム内でエネルギー
再配分を行う海洋や大気の循環パターンの変化など、気候変化
の「内的な」要因がある。



歳差運動

（大地 舜ホームページ） （国立天文台 天文情報センター）

地軸の首振り運動



太陽黒点数と地球の平均気温の変化
（Solar Influences Data analysis Center）

両者に特別な相関は見られない



日本国内におけるCO2の経年変化



地球全体のCO2の経年変化



地球規模で見たCO2の増加



CO2の赤外線吸収特性を利用した分析計

標準ガス 観測大気

赤外線ランプ

地球温暖化の大元、
炭酸ガスの濃度測定の原理



温室効果とは

• 地表から上空に向う赤外エネルギーを、上空の水蒸気やCO2（
温室効果ガスと呼ばれる）が吸収して、下向きに再放射すること
により、その下層および地上が暖まること。

• 「温室」の中が暖かいのは、ガラスで囲まれているため熱が逃
げにくいためである。

• 「温室効果」という用語は、温室効果ガスの役割を分かりやすい
説明したものであり、上記の意味の温室効果とは異なる。



地球
大気

太陽
温室効果の概念図

地表面からの赤外放射
の大分は、温室効果ガスに

よって吸収され、再放射

される。その結果、地表面と
下層大気が暖められる。

地表面や大気による反射

大気は太陽放射の
大部分を透過させる

太陽放射は
地表面を暖める

地球から赤外線が
放射される

約３０％

太陽常数

１００％

放射（赤外線）

・もし温室効果ガスが存在しなければ、地上平均気温はー15℃
・現在の地上平均気温は＋18℃
・この差約33度が、温室効果



地球のエネルギー放射平衡

最新気象百科（丸善）より

太陽の放射（日射）

赤外線による放射

外向きの

エネルギー

入射する

エネルギー

入射するエネルギー

・太陽の放射（日射）

・可視光線

・短波長放射（あるいは太陽放

射）と呼ばれる

外向きのエネルギー

・地面、空中からの赤外放射

・赤外線

・長波長放射（あるいは地球

放射）と呼ばれる



温室効果の概念図

高村民雄（環境リモートセンシング研究センター）



水蒸気ー温室フィードバック

• 水蒸気の増加により、地球からの赤外エネルギーをより一層
吸収し、大気の温室効果を強化する。この温室効果の強化
は気温をさらに上昇させ、そのことが大気への水蒸気蒸発を
いっそう促進する。

• 温室効果がいっそう強化されるにしたがって気温も一層上昇
する。この状況は水蒸気―温室フィードバックwater vapor-
greenhouse feedbackとして知られている（水蒸気―昇温フィ
ードバックとも呼ばれる）。正のフィードバック機構positive 
feedback mechanismを表す。

• このフィードバックを抑制しないまま放置されると海が干上が
るまで地球の温度は上昇する可能性がある。

• そうした連鎖反応は暴走温室効果と呼ばれる。



雪氷－アルベドフィードバック

地上気温の上昇が極域の雪氷を融解させる
と考える。この融解は地表面のアルベド（反
射率）を減少させ、地表がより多くの太陽エネ
ルギーを吸収でき、そのことが更に温度を上
昇させる。これも正のフイードバック機構であ
る。



負のフィードバック機構

• 正のフィードバック機構への反作用を行うの
が負のフィードバック機構negative feedback 
mechanism、すなわち、変動要素の間の相
互作用を強化しないで弱める方向に働く仕組
みである。

• 例えば、地表が暖まると、より多くの赤外放射
を射出する。地表からの射出エネルギーの増
大は温度上昇をかなり抑制し、気候を安定化
する助けとなる。



気候変動に関する政府間パネル（IPCC）
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